
No.25 北海道・羅臼町（羅臼町DX推進事業）

【目的】
DX推進計画の策定し、職員の業務効率化、住民サービスの利便性の向上を図る。

【内容】

DX化を含めた方法での業務改善を検討・推進し、人手不足の中でも安定的に住民サービスを提供する。
○DX化に向けた取り組みの現状・ポイント・課題等の整理
○次年度事業計画の策定
○職員ITリテラシーの向上
○DX推進計画の策定

【成果（見込み）】
前年度からの継続支援により、切れ目のないDX推進業務の実現が可能となる。
○地域活性化企業人の活動への助言
○DXツールの導入検討と業務設計
○業務設計を活用し、次年度にプロジェクトチームを組織化
○DX推進計画の策定

地域力創造アドバイザー 田藏 大地氏（A658）

活用分野 自治体経営イノベーション（自治体DX）

活用期間（頻度） 令和７年度（年間７０日程度）

キーワード ＃DX ＃自治体DX ＃推進計画 ＃業務効率化 ＃業務改善 ＃IT ＃ICT

DX推進計画に関する会議の様子
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No.60 栃木県・益子町（DMO運営支援）

【目的】
DMOの観光地経営機能強化や事業運営機能並びに法人機能の整備

【内容】

• DMO中核人材獲得に向けた採用設計、並びに採用活動の支援
• DMO事業の改善や安定財源獲得に向けた助言や計画策定の支援
•観光地経営戦略策定準備に向けた助言と支援
• DMOの経営管理の仕組み化と法人マネジメントに対する助言と支援
• DMOのガバナンス構築に向けた助言と支援
• DMOの地域マネジメントや地域広報に向けた助言と支援
• DMOの組織設計、並びに財源獲得に向けた計画策定支援

【成果（見込み）】
• DMO中核人材の確保と安定的な運営体制の構築
•観光地経営機能を強化する複数の専門人材の獲得と活用体制の構築
• DMO事業の進捗管理とマネジメントの仕組み化
•新たな公的財源獲得による事業推進とR8体制強化（人材採用含む）
•観光地経営戦略の策定に向けたマーケティングの仕組み化とデータ整備
•公的資金が入る組織として必要な社内ルールや規定等の整備
•観光地経営を推進するR8年度事業計画作成

地域力創造アドバイザー 田藏 大地氏（A658）

活用分野 観光振興・交流

活用期間（頻度） 令和7年度～（月1回程度）

キーワード ＃DMO運営支援 #DMO組織強化 #DMO財源獲得 #観光地経営強化

（益子町の集客の柱である陶器市）
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No.73 千葉県・白子町（DMO事業運営に関する伴奏支援）

【目的】
・白子町におけるDMO（観光地域づくり法人）事業の円滑かつ着実な推進
・観光庁が定める「観光地域づくり法人(DMO）」登録を目指し、必要となる組織体制・事業内容・法人機能の整備を図る
・白子町DMOが自走できることを目指し、事業計画の策定、実行することで持続可能な組織づくりを行なう

【内容】
・DMOが実施すべき事業（マーケティング、プロモーション、コンテンツ造成等）の整理
・法人運営・組織体制（意思決定体制、役割分担、事業計画等）の構築
・観光庁DMO登録制度に対応した要件整理および書類作成への助言
・町職員およびDMO関係者へのノウハウ移転、実務レベルでの助言・指導

【成果（見込み）】
・DMO法人設立後の法人機能を整備のために、各種既定の整備に関わる
(事務局規定、会計規定、文書管理規定、旅費規程、印章管理規定)

・観光庁が定める「観光地域づくり法人（DMO）」候補法人としての登録を完了した
・白子町における観光推進体制が強化され、継続的かつ自立的な観光地域づくりの基盤が
構築される

地域力創造アドバイザー 田藏 大地（A658）

活用分野
地域資源を活用した地域経済循環、観光振興・交流、関係人口の創出・拡大、地域づくり人材の育成・教育、
シティプロモーション・地域PR

活用期間（頻度） 令和6年度～令和8年度（年100日程度）

キーワード
#DMO #観光地域づくり法人 #地域資源活用 #観光振興#関係人口創出 #地域経済循環
#伴走支援
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No.142 岡山県玉野市（玉野市観光振興計画（基本理念・基本方針）の策定）

【目的】
・玉野市観光振興計画（基本理念・基本方針）の策定

 
【内容】
（１）基礎調査 
（２）観光振興会議に係る会議開催の運営支援 
（３）ワークショップの開催支援 
（４）策定に係る提案・原案の作成 
（５）市役所内部会議及び関係各課との調整資料作成、会議への同席 
（６）計画改定に係るその他必要な業務 など

【成果（見込み）】
・玉野市観光振興計画（基本理念・基本方針）の策定
玉野市の観光を取り巻く情勢や今後の需要予測を基に、「玉野市総合計画」との

整合性を図りながら、「本市が観光振興に取り組む目的の明確化」「定量・定性的
な目標設定」「目標達成のための推進体制、役割分担の明確化と関係者への浸透」
など、玉野市の観光の在り方について検討を行い、民間・地域主体の観光地域づく
りの共通のビジョンとなる計画の策定を行い、官民一体の連携を始め、本市の観光
による地域の活性化につなげる。

地域力創造アドバイザー 田藏 大地氏（A658）

活用分野 地域資源を活用した地域経済循環

活用期間（頻度） 令和７年度～令和８年度（月２回程度）

キーワード ＃観光振興計画 ＃観光資源 ＃魅力発掘 ＃賑わい創出 ＃観光振興会議 ＃ワークショップ

（玉野市観光振興計画策定
ワーキング会議の様子）
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